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昆虫類 ＜トビケラ目 ヒゲナガトビケラ科＞ 愛知県：準絶滅危惧 （国：リスト外） 
INSECTA ＜TRICHOPTERA LEPTOCERIDAE＞ AICHI：NT （JAPAN：－） 

モセリーヒゲナガトビケラ Leptocerus moselyi (Martynov) 

 
【選定理由】 
 全国的に採集例が少ない。愛知県内では豊田市矢作川でしか採集されておらず、希少であると考
えられる。 
 

【形 態】 
 雄 成虫の前翅長 は 5.6 ～
6.5mm、雌は 5.0～5.6mm。前
翅は黒色で基部および中央より
2 カ所にやや目立つ白色斑を持
つ。また、翅の先端から後縁に
かけて小白色斑が散在する。 
 幼虫は未発見。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【分布の概要】 
【県内の分布】 
 豊田市矢作川からしか確認されていない。 
【国内の分布】 
 北海道から本州中国地方にかけて生息が
確認されている。 
【世界の分布】 
 ロシア（アムール）および日本に分布する。 

【生息地の環境／生態的特性】 
 比較的川幅があり、流量の多い河川に生息
すると考えられる。成虫は 6～8 月に採集さ
れる。 

【現在の生息状況／減少の要因】 
 個体数は少ないものの、矢作川では安定し
て採集される。 

【保全上の留意点】 
 幼虫は確認されていないが、おそらく河川
岸部の緩流あるいは止水域と推定される。岸
部の改修は避け、自然環境を保全することが
肝要である。 

【特記事項】 
 豊田市矢作川は比較的安定した生息地と考えられる。 
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